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キズ珠lこ含まれる遊走細胞について

青 木 駿

( 富 士 真 珠 研 究 部 )

人体における白血球の様に、どの組織にも属さずアメーパ状運動によって組

織中を自由に運動しているいわゆる遊走細胞がアコヤガイの組織中にもみられ

るO これら遊走細胞の機能については種々論議されているが、石灰沈着に関与

するもの、食喰作IHを有するもの、間隙に売li~íliの再生芽を形成するものがある

様である O

中原・ lllJ井両氏は~O~Hß形成の極く初!~j~こ、ピースの内面上皮と直接接して

いる周聞の組織との間に多数遊走細胞がは入り込み、互に網目状につながって

結合組織化し、ピースと周囲の組織とが結びつく様になると報告している。こ

れと同じ様な変化で核の通路の傷も施術後遊走細胞の働きで癒蒼するものと考

えられる。この様に遊走細胞のある穂のものは、真珠袋や冥珠形成の過程にお

いて重要な働きをしているO

然し一方、第 1閃に示す様に、キズ(突起)珠やνミ珠の異常部の内部構造

をみると多数遊離した細胞が含まれているのが済通である。これら遊離した細

抱は第 2 図の如く、略 5~10μ(μ=1/1000mm)位の大きさで、卵細胞より

はるかに小さいが、精細胞よりはやや大きい。含まれて期日がたっているため、

死滅し、細胞体が崩解しているのもあれば、細胞核の染色性を失しなっている

ものもあるが、遊走細胞の死滅したものである。これら遊走細胞にまじって、

業者-の云うところの卵(生殖細胞)や脱離組織が含まれているのをみることが

あるが、生殖細胞等は施術時に含まれたものであり、これら遊走細胞の多くは、

施術後、組織中よりそこに侵入してきたものと思われる。これら遊走細胞は哀

珠袋形成以前に含まれることもあれば、 EZ珠袋形成以後に真珠袋上皮を通って

含まれることもあろう。

アコヤガイが生きて行く上にも、冥珠を養殖する我々の立場から云っても、

重要な働きをもっこれら遊走細胞が何故挿入された核面(翼珠面の場合もある)

に悶着し、その後厚い殻皮質や稜柱質にお Lわれ、 νミや突起を形成するもと

を作るかであるが、お Lよそ次の様に考えている。

すなわち、挿核後何んらかの原因で、挿入された核の周辺に間際が生じた
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;;rq図 形成されつふあったキ〆 (突起)珠の内f{HflIliuを示す。施

術後128R、N;絞 W:死滅した遊7仁制約。

2 
第2図キズ(突起)珠の内fillに

合まれ、 死滅した逃走細胞。

パ
ラ

フ
ィ
ン
紘

ti~ 3 図 今川の宍験で、 施術に

用いた骸の限式因。
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1) キス・核のみを挿入した均合の変化
第4図 滋み (開法草)集まる遊itJ:fll1.泡。 アメ ーノ〈状運動をしている。核を挿入後3R 

W: l盤定制flJl包。
第5図 多数遊走細砲が瓜まり 、窪みはそれらでいっ;乱、になる。該を柿入後10目、

N 核 W:遊走細胞。
第5-7関集まった遊走細胞は再び細胞連結を?立'み、その部分は次第に結合組織{じさ
れる。 tí~6 図 : 核を挿入後19 目 、 第 7~1 :核を締入後30円。

第8図 r!iみ (問1笈)は結合組織され、周聞の組織との見界が不明隙になる。肢を姉
入後25日。

第 9図 鈎8閲の一部を拡大にした図。
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際、ピースを組織に結びつけたり、傷を癒着させる際働く遊走細抱と同様な機

能をもっ細胞が多数その間隙に侵入し、間隙に集まって再び細胞連結を営み、

その間践を充攻する組織を再生しようとするが、細胞連結を営む以前に遊離し

た状態で哀味袋上皮に取り巻れてしまうため、そこにνミや契起が形成される

のではないかと考えているO 間|諜が生じる原因としては、挿核位置に起因する

核の移動、ピースと核との密蒼具合い、先導器の切り過ぎ等が挙げられよう。

従って、核の周辺に間隙が生じない様、或いは、例え間!療が生じたとして

も、真珠袋 1:皮が{中ひ、てくるまでにその間隙に再生組織が形成される様、施視す

することがνミやキズ(突起)のない良質の真珠を作る技術のコツになると思

われるO

そこで今回、挿入された核の周辺に間隙が生じた際、遊走細胞が集まるかど

うかをたしかめ、更に、集まった遊走細胞がそこで再び細胞連続iを営みうる機

能を有するかどうかを組織学的に調べた。

実験の 方法

挿入された核の周辺に間隙が生じる様に施術する方法であるが、それがため、

あらかじめ第3図に示す様な窪みを有するキズ核を作り、それを挿入し、核と

周聞の組織との間に間際が出来る様にした。そして、施術後その窪み(間際)

に集まる遊走細胞の変化、並びにその部分におこる真珠袋形成について組織学

的観察を行なった。観察に供した材料は浜島産の三年貝で、挿核施術は1960年

8月初日に行なった。施術方法は次の二つに大きく分けて行なった。

1) 窪みのついたキズ核のみを挿入

2) 窪みのついたキズ核とピースを挿入

イ)ピースの同時十1・け施術

ロ)ピースの後付け施術

尚ピースの後付け施術は、核を挿入してから20日おいて (1960年9月9日)ピ

ースを挿入した。施術後夫々の試験材料を適時ホルマリンで固定し、パラフイ

シ法で組織りJ片を作り、デラフイノレドのへマトキ乙I ~ :1・エオ vこ/染色、或い

はアザン染色を施し、顕微鏡で観察した。更に、これら固定標本の観察以外に

間隙に集まった遊走細胞の生体観察もあわせ行なった。

観察結果並びに考察

1)窪みのついたキズ核のみを挿入した場合の変化

挿核後 3日もすると、核問の窪み(間際)に第 4図に示す様な遊走細胞が多
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数集まっているのがみられるO 施中m後 5Flないし10日経過すると核面の窪みは

侵入した遊走細胞でいっぱいになるO 第 51~に示す如く、ホノレマリン固定の標

本によれば、これら細胞の外形は不定であるが球状或いは銭体形をしているも

のが多く、球状をした比較的大型な核を胞体のやや偏した佼置に 1ケもち、核

は染色買に富み、仁は認めい。細胞質はエオ vンでうすく染り、アグン染色

でオレンジと百ーの中間色に染まるO これら並走細胞は組織中にも多数みられ

る。第 5問の如く含まれてまもない頃はいまだ泣離状態のものが多いが、一部

細胞同志が相接済しているのがみられるO 然し、アグン染色で背く染まる繊維

はいまだみられない。その後更に変化の進んだ材料では第 6閃に示す様に、ア

ザン染色で背く、エオ νンで桃色に染まる繊維が細胞間にみられる様になり、

集まった遊走前1I胞が再び細胞連結を営む様になることが分かる。これら遊走細

胞の結びつきは第 6問、第 7[';<1に示す段に山の底の部分、すなわち組織の側よ

り早く行なわれる様である。更に結びつきが進んで、第8図の立nく、窪みに集

まった遊走細胞の殆ど全てが結びつく様になり、結合組織化し、周囲の組織と

察みに再生された組織との境界が不明瞭になるO 第 9ERIは第 S[酒の一部会拡大

した関で、あるが、細胞連結の様子が明らかである。然し、常通みられる結合組

織に比べて、いまだ細胞の数は帝である。この部分は将来更に変化が進んで

種々なる組織に分化される可能性が推測される。

i控AE細胞が窪みに集まって、細胞連結が完成されるまでのスピードである

が、それは、窪みの大きさ、時期、或いは個体によって異なる様である O

以上の結果より、挿入された核の周辺に間際があると、そこに多数の遊走細

胞が侵入するが、それら細胞には再び細胞連結を営み、その間隙に新しい組織

を作ろうとする機能が有ることが分かる。

2) (イ)窪みのついたキズ核を用いて、ピースの同時付け施術を行

なった場合の変化

施術後 1週間ないし10臼で真珠袋が完成される時期であるので、窪みに集ま

った遊走細砲が再び細胞連結を営む前に伸びてきた真珠袋上皮にそれら細胞が

巻き込まれる可能性が高い。巻き込まれて直後の遊走細胞は、いまだ染色性を

失なっていないものが多い。

第10図の如く、その後、含まれた遊走細砲の上にエオ乙/ンに好染し無構造な

殻皮質が分泌される頃の真珠袋上皮は、その部分だけ兵常に!享くなっているの

がれ二通で、殻皮質の分泌量も多い。その後、稜柱層や真珠層が分泌されてくる

頃の真珠袋上皮は次第に薄くなってくる。巻き込まれて死滅した遊走細胞は、

-5-



;Cev.:?ぜ.....、，
-、 よ九一 'W ぃ 、'

. ザー，... ・..・...; 
・勺・ 、々 '.; _¥ 

" • .，':、 '，:. ¥ 

- 6ー

2)い)キズ核を用いて、ピ

ースのl可|寄付けを行なっ

た場合の変化

第10図窪みに集まった遊

走細胞は結びっく以前に

JT~袋に)EZ りをかれる可

能性が高い。

施術後148。
N 核

P : t:珠袋

W:をき込まれた逃走制

胞。

知11図 J巻き込まれて死滅

した遊走細胞や仰く 分泌

されたXl:皮質で‘その部分

は茶悩色になり 、いわゆ

るγ ミが形成される。

施術後20日。

W:死滅した遊走細胞。



N 

2) (ロ)キズ該を用い、ピースの後付けを行なったれJf?の変化

~rm-13図 窪み (間際)に集まった遊走細胞が結びつき、結合組織化されていた均

介、真珠袋はその上に形成される。第12図、ピーユ姉入後10目、節目図、ピース挿

入後5日、N 桜、p 只珠袋。

第14-15図 第12-13図と や』異な り 、 ~みに:mまった遊走納胞の-îftlがいまだ結び

ついていなかったため、 それら遊走細胞をよけて~珠袋が形成されることがある。

ピース挿入後20目、C:絞皮質、P ・n珠袋、W:死滅した遊走細胞。
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茶褐色に藷色し、細胞の輪廓が不明瞭なものが多く、細胞核が塩基性染料に染

りにく Lなる(第11図)。 冥珠層を通してみると、この部分は青い斑点にみ

え、いわゆるνミがこの窪み(間関)に形成される。

巻き込まれた遊走細胞の上に厚い殻皮膚の分泌がうながされる原因について

は、それら含まれた細胞の分解により、哀珠袋上皮が刺激されるため異常に多

くの殻皮賀(有機質)が分泌されるものと考えている。

以上の如く、ピースの同時付け施術を行った場合は、今回の実験の如く、窪

みに集まった遊走細胞はそこで、細胞連結を営むiJ百に翼珠袋上皮に取り巻かれる

可能性の方が高い。

今回の実験の如く、核聞に窪み(間際)がある場合と、絞と組織問に問陳が

生じる実際の場合とでは、例えそれが同じ大きさの間隙であったとしても結び

っくスピードは異なるであろうが、実際においても、挿入された核の周辺に今

回の実験の如き大きな間隙が生じれば、そこに遊走細胞を含んだi/ミや突起が

形成される可能性が高いことは容易に想像される。又再生機能の強さは個体に

よっても;誌なり、時期によっても異なるため、組織の再生機能が弱い様な哀弱

した貝に施術した場合、或いはそのJ誌な貝が多い時期は、乙ノミやキズの出来る

可能性がi雪いであろう。

2) (ロ)窪みのついたキズ核を用いて、ピースの後付け施術を行な

った場合の変化

窪みのついたキズ核を先ず挿入し、挿核後20日おいてピースが核国に密着す

る様いわゆる後付け施術を行なった。1)にて述べた如く、挿核後19 日 ~25 日も

すると窪みに集まった遊走細胞が結びついて結合組織化される様になるため、

第12図、第13図の如く、真珠袋上皮が集まった遊走細胞の上に形成されている

のがみらる。制泡i主治は認められるが、いまだ細胞は常に集まっており繊維は

少い。

その後、変化が進み、第14~15図の如き繊維の多い結合組織に分化されると

思われるO 遊走細胞が間際に集まり、再び京!Il抱連結を営み、その部分が結合組

織化されていく過程の観察は不十分であるが、初期多数集まった遊走細胞は次

第に結合組識化されていくに従いその細胞数は疎になる様であるO

第12~13凶の如く、窪みの小さなところは、結びつきが早いためか、 20日後

のピース後付けで、図にも示す如く、窪みに集まった遊走細胞の集体に沿って

完全に山状の真珠袋上皮が形成されている。然し多くは、第14~15図の如く、

挿核後20日では、いまだ窪み全体の結びつきが完成されなかったためか、一部
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窪みの奥の部分に集まっている結びつきの不完全な遊走細胞をよけ、結びつき

の完全な部分のみに哀珠袋上皮が形成されている。

この窪みの部分に形成された冥珠袋より殻皮質が分泌されるが、第14-15関

の如く、その分泌量は多い。その原因であるが、一部窪みの奥に残された走

細胞の分解が刺激となって、冥珠袋より異常に多くの殻皮質が分泌されるの

か、この様に山状の~珠袋が形成されているため、哀珠袋に安定性がなく、そ

れがため殻皮質の分泌量が多いのか、その原因については不明である。

いわゆる後 f~ け施術の際キズ珠の出現不が小さいと云う tll口氏の報告がある

が、核を挿入した際、が1)えその周辺に間際が生じたとしても、ピースを後付け

するまでに、その間隙に再生組織が形成される可能性があるため、ピースを理

想的に後付け出来さえすれば、核にそち:若しずニ翼珠袋が出来やすく、従って遊走

細胞を巻き込んだνミ珠やキズ(突起)珠の出現率が小さいのではないかと考

えている。

尚今回の観察結果より、実際に養殖場で使用する核の聞は出来るだけj甘らか

な方が良いと忠、われるO

要 約

挿入された核の周辺に間隙が生じた際多数の遊走細胞がそこに侵入するO そ

れら遊走細胞は再び細胞連結を営み、その間隙を充頃する組織を作ろうとする

が、同時付け施術においては、伸びてきた立珠袋上皮にそれら遊走細胞が取り

巻かれ、乙/ミやキズ(突起)の原[却になる可能ti:が高い。

従って施術後挿入された核の周辺に間隙がiH米ない様にすることが真珠を養

殖する技術のゴツになるであろう。
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生産される真珠の品質からみた

大分県下真珠養殖漁場の類型区分

品 山 活 夫

(国立真珠研究所長)

はしがき

大分県海域で生産される真珠の品質からみた漁場の一般的性格を把握し、将

来健全なこの事業を推進するため昭和33年 7月から同34年3月まで県下主要漁

場12箇所において真珠養殖試験を実施したのでその結果を報告する。

本試験は国立葉珠研究所長高山活夫氏の指導により大分県で実施し、論文の

作成は同氏によるもので発去にあたり衷心より感謝の意を表します。

又試験実施におたり御協力戴いたみつわ実珠工業K.K.南海哀珠養F直K.K.幸

之浦真珠養殖K.K.大分頁珠養子l立K.K.双葉頁珠養殖有限会社、及び上入津、下入

津、蒲江、米水津、回中浦、西上浦、霞ヶ浦、名護屋、各漁業協同組合に対し

j享く御礼申し上げます。

試験方法

試験に供するそう核施術貝は、県下のA.BおよびCの3養殖場において準備

され1個平均約26gr(7 匁)のほ貝を使用して昭和33年 7 月 16 日 ~19 日の間に

ーせいにそう核施術(そう核施補者は A斐殖H)}2名、 BC養殖場は各1名)を

行い、それぞれの地先において12~13 日間養生を行なってから各試験潟、場に運

搬した。核は、 A養殖場は通称4.5mm(1.5分)程、 B.C養嫡場は3.9~4.5mm(1.3 

~1.5分)在のものを使府したが、調達の関係でそのナイズを統一することが不

可能で、あった点は遺憾で、あった。試験漁場としては、第 1悶に示した12点を選

び、養成深度は各漁場とも原則として 2および 5mの2層としたが、@漁場お

よび⑦漁場のみはさらに 8m躍を加えて 3層とした。供試民数l士、各層30笛入

りを各養殖場そう核施術のものごとにそれぞれ 1~2 かごである。このように

して、昭和34年 3月まで養成を行ったが、この間の管理はすべて試験漁場の漁

業構者に委託し、期間中適宜3回の貝そうじを行なうよう計画した。しかし結

果として、全く行なわなかったところ(@漁場)をはじめ、 1日(⑥漁場)、 2

回(⑥漁場)および 4凹(⑬漁場)の不ぞろいを生じたのは、その時期の不枕
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栄 1図試験漁場の位置 ーでi0ることを加えて、同様問題を

津 残した点であろう。
久

次に、得られた真珠についての品

質の比較は、特に漁場条件と関連を

もっと考えられる色および巻きにつ

いて行った。すなわち、まず色につ

いては、肉眼的に、ホワイト系クリ

ーム・ゴーノレド系およびその他(両

者のいずれにも含めることのできな

質真珠ないし複合真珠)に

分してそれぞれの出現率を数え、ま

ずこ巻きは、マイクロメーターを使用

して測定した直径(完全な球形では

ないので、すべて最短径と思はれる

部分を測定)をもってあらわした。

ただし⑫漁場のものは、採取に当っ

てそう核者別、養成深度別の区分を

行・なわずに一括してしまったので、
①日代，①彦，島，①霞ヶ浦，①片有者，①吹浦
@小浦，⑦畑の浦，⑥橋本，①河内，@西の浦今回のとりまとめの対象からは除外

@森崎，@猪串 することにした。

試験結果

1.色について

ホワイト系、クリーム・ゴーノレド系およびその他の 3者に区分して、その出

現率を三角座標にまとめたのが第2図(① ③)であるO まず第2一①図によっ

て、そう核施術を当したA.Bおよび Cの3養殖場開で色の出現率にどういう

差があるかを見てみると、ホワト系とクリーム・ゴーノレド系に関しては、ほぽ

近似し?と範囲に分布しているのに対し、その他については、 A養殖場の出現率

が比較的小さく、次いで B養殖場、 C養殖場の)1民に大きくなり、殊にC

のものはその他の出現率の呉常に高いものがあらわれている。つまり、ホワイ

ト系およびクリーム・ゴーノレド系のいずれとも '1'IJ定し得ないような呉常質真珠

ないし複合真珠の出現率が、そう核施術者によって異なるということである。

たとえば、青木 (1957 、 1958) 、青木・森岡 (1959) は、これらの異常質~珠ない

し異常形真珠の形成を主としてそう核部位のアコヤガイ内臓諸器官との佼置関
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方2図色の出現率
①そ問う核養殖場開の比較
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である。このことは、少なくともホワイト系およびクリーム・ゴールド系に関

する限り、色の出現率が主として漁場によって支配され、そう核施術の技術によ

る廷が余りないことを示すものであろう。海域別の出現傾向としては、佐伯湾

①漁場開の比較 (B養殖滋そう核のもの) と入津湾との問に特に

ホワイト系

ロ

• 

80 70 60 50 40 30. 20 

記号 は①図に同じ

去が認められるようで

あり、前者は後者と相

士、j的にクリーム・ゴー

ノレド系のものが少ない

傾向が見られる O その

他の海域のものは、試

験漁場の数も少ないの

で明瞭ではないが、ほ

ぼ両者の中間に分布す

るようである。また養

成深度による差につい

ては、 iWJlょによっては

かなりの去の認められ
10クリーム

ゴールド糸る例もあるが、全体と

しては必らずしも一定

の傾向が見られないようであり、少なくとも漁場問の差の方がこれより大きい

といえるであろう。

2. 巷きについて

巻きは、そう核施術時に原核を統ーした A養地場そう核施術のもののみにつ

いてとりあっかうことにする。第三悶は漁場開の巻の比較である。見るよう

に、巻きは全体としてかなり大きな変化を見せているが、まず養成深度による

差についてみると、必らずしも共通の傾向を認めることはできない。ただ 8m

層において養成したものが、 2伊jともかなり相対的に巻の思かった点が注目さ

れる。

次に、漁場開の差であるが、この国では海域によってかなり明瞭な傾向を認

めることができるようであり、佐伯湾(特に②および@I魚、場)は他と比較して

かなり巻きの悪い傾向がうかがわれる。これに対し、入津湾南岸以南の⑧、⑨

および⑪漁場は、相対的に巻きがよいと認められる。なお、@漁場は、入津湾

においては例外的に巻きが悪いが、これはある程度貝そうじが全く行なわれて

いない点に理由づけることができると考えられるO
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3. 色と巷きを綜合して

以上の色と巻きを綜合して大分県下の莫珠養殖漁場の類型区分を行なったの

方 3図巻きの比較 が、第 1表であるO これをも

受!
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認日

って県下の各海域を特徴づけ

てみると、次のようになるで

あろう。

i )佐伯湾……・・・この湾で生

産される哀珠l土、相対的に

巻が悪いが、色としてはク

リーム・ゴーノレド系が少な

い。ただしこのlまあい、色

および宅さきが真珠の品質の

良否を決定する属性要素と

して決してそれぞれに独立

であるという保訟はないの

であり、具体的にいって、

森; ! 他の海域たとえば入津湾と

崎 r 旦---d 一一一必--一一一 同じ程度に巻いたと仮定し

養成深度m 数字は漁場委号を示す たときに色が相対的にどう

なるかは明らかでなく、クリーム・ゴーノレド系の出現率が小さいということ

は、あくまで巻きの患いことに限定されるかもしれないという面のあること

を忘れてはならないであろう。なお、その中では、特に湾奥の②および③漁

場が、④および

⑥漁場よりもは

じめに述べた性

格が強いようで

珍 1表 真球の色と巻きからみた漁場の類型区介

ワコリち町ーL心t出ご系現~率1\9¥毒径¥ 5.10 5.15 5.20 5.25 5.30 5.35 
作1庁、

% 
φ5  

&'5'&2 
50;;上

40 自8，&5 国z φ2.<D3.1 
&'2. 'WS 

E
①
25 
4囚5 O2.&5 

一
30 &8.&.2 

.&5 
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司!.V2

20 包2，[illS 包5 回2

i O 
AA下

国Z

ある。

ii)入津湾……前

者にくらべて全

体として巻きが

よいが、色の点

ではクリーム・

ゴーノレド系の出

現率が高くな
凡例:国 2・・・図;車場2.m審雪下 {j)tのを示す
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る。ただし、このばあいも、両者の関連が問題であることは前と同様であ

る。中でも、湾奥の⑦漁場よりも、南洋寄りの⑧および@潟、場はより巻きが

よく、またクリーム・ゴーノレド系も多くなるようで怠るo @潟、~若については

この湾の中で例外的に巻きが思いが、これは貝そうじが全く行なわれていな

い点で特別に三考慮されなければならないことは、既述のとおりである。

iii)その他……その他の海域については試験漁場も少なかったので、余り立ち

入ったことまでは言及し得ないと忠われるが、津久見湾および小浦は、佐伯

湾の④および⑤漁場と入津湾との中間の性格をもっと考えられる O ただ小浦

については、ややクリーム・ゴーノレド系の出現率が高い傾向を持つ点で、や

はり入津湾に近いといえるようである。最後に森崎は、隣接の入津湾に類似

するものとしてよいであろう。

考 察

以上のように、 される翼珠の色と巻を比較することにより、大分県下の

冥珠養殖漁場の特徴づけができると考えられるのであるが、そこで問題になる

のは、このような県下の各漁場開の相対的な性格が明らかとなったとして、こ

れが果して全国的な立場から見てどうであろうかということであろう。この問

題に関しては、現在までに得られている他の海域の資料と今回の試験との聞

に、試験条件の著しい差(たとえば、使用した核の大きさ、母貝の年令、養成

期間苓)があるので、一般的にそれらとの比較は悶雑である。特に巻きについ

ては、現在までの諸研究を綜合して最も各種要因の支配を受けやすいと考えら

れる点からしかりである。ただ、同一年度に 方 2表海域間の色の出現率の比較

行なわれたところの豊後水道をへだてて隣接 ~ì払， I I愛 県 援

した愛間下の各漁場における試験(戒能・こ引ケ!大分県トーァー
ごてとぶ~ I I "1'利時|似戸内海

西口、 1959)は、今回の試験と同様、国立真 一一

珠研究所との連絡のもとに行なわれ、方法論 5Q， ， I 3 
以上l

的にも共通の点が多いと思われるので、ー);0 4.0 I 7 I 一 I 7 

色としてのクリーム・ゴールド系の出現率の 30 I 10 I -I 6 
20 1 4 1 9 1 4 

みについて、大まかな比較な試みたいと思 ~ I ~ I 
10 1 11 5! 6 

う。第2表がその結果である(ただし、愛媛 以下.I 

県に関しては、原報告から、ブノレ一系を除い 計 I 251 141 23 

たホワイト系とクリーム・ゴーノレド系の合計(注)1.数字は試験漁場(大分県に
ついてはさらに垂下深度別)

に対する後者の出現率を引用者が再計算)0 の数を示す。
2.愛媛県は戒能.iJ]口 (1959)

まず愛媛尽下の真珠養殖漁場は、瀬戸内海と による。
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宇和海の両者に分布しているが、この雨海域の問で、色の出現不には明らかに

差が認められる。すなわち、柄、戸内ihH乏においては宇和海に比較してクリーム・

ゴーノレド系の出現不が低く、原報告によれば、その去は推計学的に有意、である

といわれる。これに対し、大分県下の各i魚、場は、クリーム・ゴーノレド系の出現

正予が高し、点では、宇和海底に近いように忠ばれる。このことは、大分県下の各

漁場と愛媛県の宇和海底とが豊後水道をはさんで相対する位置にあることを考

えあわせれば、うなづけるところであろう。ともかく、巻きの比較ができないの

で余り立ち入れないが、少なくとも大分県下の各漁場は、クリーム・ゴールド

系の出現率において、明らかに瀬戸肉i鉱区とはほ分できるように考えられる。

ここに考察し?と西部瀬戸内海と231後水道に面した海域における冥珠設殖漁場

の利用に関しては、現在までにすでに高山 (1959)の詳制な論詰が展開されて

おり、その中で、この海域において生産される真珠の巻きが養殖の中心地であ

る三重県に比較して決して劣らないこと、またこの海域における漁場利用の形

態は、主として大分県および佐田川以南の愛媛県宇和海区が作業基地漁場、初

年度養成漁場および避寒漁場、また瀬戸内海がいわゆる化粧巻き(仕上げ)漁

場であって、この海域内においては、相対的に後者・がクリーム系の出現率の小

さい(ただし、三重県における典型的な化粧巻漁場とされる的欠湾、鳥羽海|玄

に比較するとなおクリーム系が多いようだと述べられており、またこのこと

は、橋本 (1959)の試験養子直においても、瀬戸内海 1点、三重県下2点の比較

ではあるが、同様の結果が得られている)という点にその意義のあること等が

指摘されている。今回の結果は、色のH¥現傾向においてこれと一致しており、

その論祉の妥当性があらためて、袋づけられたわけで、ある。

最後に、ふたたび大分県下の各漁場に立ちかえって、漁場利用の観点からの

若干の考察を加えると、佐伯湾の降下としては相対的に小さいクリーム・ゴー

ノレド系の出現率と対応することとして、同湾が県内では化粧巻漁場としての性

格をもっとの指摘もある(吉本、 1959)が、この点については、なによりも巻

きとの関連が重要であり、それが他の海域と比較してかなり劣るということ自

体に、この湾の真珠養殖漁場としての最も大きな問題点があろう。これに対

し、小浦、森[[均等を含めてよいと忠、われるが、入津j与は、巻は優れているけれ

どもその反面クリーム・ゴーノレド系の出現子容が高く、特に大中珠の養成におい

ては、色の闘で明らかな限界が存在すると考えられる。また津久見湾は上記両

者の中間的な性格のものと推定され、巻の点で入津湾に劣ると思われることが

三考慮されるべきところであろう。以上を綜合して、大分県下における哀珠養殖

漁場の性格としての最も大きな特徴は、高山によって指摘されているところの
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特に入津湾を中心としたすぐれた巻きにあると考えられ、色については、巻き

とあわせ考産したばあい、たとえば佐伯湾等のその出現傾向を積極.的に利用す

るということに、多くの望をかけ得ないのではなかろうか。具体的にいえば、

特に大中珠の養成に関する限り、他海域のいわゆる化粧巻き漁場と結合する綜

合的な漁場の利用が考慮されざるを得ないであろう。事実すでにA養殖場にお

いては、最終年度の化粧巻き漁場として広島県下の淑戸内海を利用しているこ

とは高山の指摘と一致していることとして、さらに県内においても、佐伯湾の

漁場を作業基地漁場の形態において利用し、入津湾のそれは初年度養成漁場に

あてているといわれる。この点、今回の試験の結果が現実の利用形態ときわめ

てよく対応するものとして、興味深いものがあろう。
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真珠養殖漁場の生産性について※

五ケ所浦青年会真研クラブ燃

はじめに

われわれの五ケ所浦青年会哀研クラブは、昭和33年以来毎年ひとつづっのテ

ーマを選んで研究を行ない、真珠養f[l業の発展にいささかでも役立てたいと努

力してきているが、本年は「真珠養殖漁場の生産性に関する研究jをとりあげ

ることにした。現在の段階で、漁場の問題を抜きにして真珠品質の向上が考え

られないことはすでに常識であるが、まずわれわれの地先の各漁場でできる真

珠の品質がそれぞれどのようであるかということを客観的につかむことは、漁

場のより合理的な使い方にとっての基礎であると汚えたのである。しかも、 i長

場間の冥珠品質の比較を行なう lまあいに、どうしても漁場以外の条件をすべて

共通にした特別の養殖試験の手段に訴えざるを得ない以 L それは当然個々の

生産者の枠の中では不可能であり、真研クラブという組織な通じてこそとりあ

げ得るものであるということも、テーマ選定の大きな理由のひとつであった。

以下ヒ記の主旨の試験の結果得られた二三の知見について報告することにす

る。

なお研究の実;胞に当つては、国立哀珠研究所高山所長をはじめ所員各位の御

指導をいただいた。本文に入るに先立ち、ここに浮く御礼申しとげる。

試験方法

試験には五ケ所産4年生アゴヤガイを母貝として使用し、昭和35年 4月5日

クラブ員の手によって4.5mmの核を 1個の母貝に各2個あて挿核した。その後

4 rJ23日まで施術後の養生を行なってから、目的の各試験地点に配分し、 12月

7日まで約8ヶ月間主成を行なった。試験地点は第1図に示したごとく、まず

地先漁場をその手IJJ百度を考えて 4つのi乏域(杉の浦、神津佐、佐問および湾場)

に大別し、次のこの各区域の中では、それぞれ湾口に近い地点 (A)、中間の地

点 (B)および湾奥部の地点 (C)の3点を定めた。つまり地先漁場の中か

ら、 4 区域各 3 点~t12点の試験地点を選んだわけ目で、ある。このばあい、具体的

*・ 36. 1月研究会において発表

耳目業代表問弁徹、会員25名
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にはすでに設置されている養子直筏を選定したのであるが、 5ないし10台を連結

第1図試験地点位震図 したいわゆる「ひと流

五ケ所滞 れJの筏の中で、試験貝

⑥ を垂下する位置のちがい

によっても差の出ること

を考慮し、第2図に示した

喜ような 6つの場所に分け

佐 て垂下を行なってみた。

試験貝の使用数量は、上

記の筏l勾の各位置に50個

吊りのナイロン吊り各 1

本である。このようにし

て最後に得られた真珠に

つき品質の比較を行なっ

たが、品質を左右する属

性要素としては巻きおよ

び色としてのクリーム、

第2図 ひと流れの筏における試験貝の垂下位置ゴーノレド系の出現

率をとりあげた。

前者ははじめに原 車

核のサイズを統一

してあるので、 1 (:-一一

個当りの平均重量 沖

ーー今

陸岸

を算出することによってこれをあらわし、後者については肉眼的にホワイト系

とクリーム、ゴーノレド系の 2つに区分(異常民折、は除く)して11¥現率をお(え

た。

なお本試験期間中に起った最も大きな障害として 5月241"1のチリ地震津波が

あったが、クラブ員一同で回収に努めた結果、一部欠ìl~ti'f直を生じたものの、(ま

ぼ計画どおり試験を遂行することができた。

試験結果

1. 漁場間の品質の比較について

i訪~íl[lll に t~珠の巻きをあらわすものとしての 1 f'間当りの平均重まさととり、縦事dI

y乙クリーム、ゴーノレド系の出現王子をとって、符られたイ院を入れてみたのが第 3

門叶，
u

寸ム



図である。この図において、一見して特徴的であるのは、神津佐であろう。す

なわちこの漁場で養成された真珠は、他の毘域のものに比較してクリーム、ゴ

ーノレド系の出現率が低く、ホワイト系の出現率の高い傾向が認められる。また

第3図真珠品質の比較

タ%
リ70

ム. A 
:t 

E[Ui6g6ロ@dム~ &1ロ
A 

A.1i:ilロ@
ロ&.

長ω 図
磁悶 ⑥ 

率 ム島』 ロ
図

回

tまーωト 図
ロ

阻
tP 

.濁
& 聞

20ト &.・ • & • .... • A 

1_~ 
A 

0.19 0.20 0.21 0.22 0.23 0・24gr 
1ヶ当りの平均盈量

他方巻きにおいても、この漁場のものは他にくらべて劣る傾向があるといわな

ければならない。これに対しその他の漁場開では、佐田のばあいが全体として

クリーム、ゴーlレド系の出現率の高い傾向を示しているように思われる程度

で、とりたてていうほどの大きな差異は認めることができない。
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2.筏内の垂下位置による巻きの差異について

前掲の第3図において、同一地点に垂下されたものでも、巻きにかなりのち

がいがあらわれているが、これについて既述のような筏内の 6つの垂下位置が

関係しているかどうかを確かめたのが、第4図である。縦軸には 1個当りの王子

第 4 図~下位置と真珠の巻き
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的

ω

2

m

m

u

n仏

A

U

A

U

A

叫

、札ラ屯-t二3 v 
~ 。 〉、• @一・珊4員• 、

、、
、、。、

‘ 、

勺ノ
、、、

~ 
〉九で噛

.. 唱電 . 
Jt:九

、
‘ 

• 

a '---L.一ー」 ・ . I 邑一一一一且

杉

の

浦

fL0.n 

す0.22
の
平 0.21

2020 
盆

神

津

佐

0.23 

0.22 

0.21 

0.20 

佐

国

0.23 

0.22 

021 

0.20 

1 I!! I 車

湾
円、、4 、
句、、 l場

l:t----. I 
晶一一品目ふ}
1 ][ JI! 

垂下位置

陸岸から沖に向って、 O……右側 .……左側(第2図参照)

均重量をとり、横軸にはひと流れの筏の長辺において、沖から陸岸の方向に順

次 I、E、E と垂下位置を示してある。また図中の黒丸、白丸の記号が、筏の

左側か右1ftl]かという区別である。こうしてみると、直ちに気付くのは、だいた

いにおいて真珠の巻きが沖の方で良く岸の方で悪いという傾向のあることであ

る。そしてこの傾向は、どちらかといえば、神津佐のC点あるいは湾場の同じ
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くC点というように、それぞれの区域の湾奥部ほど大きいように思われるO

考 察

木村三郎氏ほか (1959、1960)によれば、三重県下の各漁場において養殖試

験を行ない、得られた哀珠の品質を比較したところ、一般に化粧巻き漁場とし

て利用されている的矢湾および鳥羽周辺海域のものは、クリーム、ゴーノレド系

の出現率が低い点で他の海域から区分することができた。つまりクリーム、ゴ

ーノレド系の出現王手が低いことをもって、優れた品質の真珠の生産が期待される

漁場の指標とすることができるように思われるO このことから今回の試験結果

を見たばあい、まずなによりも注意されるのは、五ケ所前日地先という限られた

範囲内においてではあるが、相対的に村i津信:から得られた翼珠;6;とと間接クリ

ーム、ゴーノレド系の出現率の低い傾向を示している点であろう。すなわち生産

される冥珠の色として見るとき、神津佐の傾向は他の区域にくらべて好ましい

もののように見えるのである。しかしながらここで重要なことは、他方翼珠の

巻きについて見たばあい、 141津佐がその相対的に劣っている点においてもまた

特fj史的であったということである。この面では、前者と逆に神津佐の傾向は1)と

して好ましくないといわなければならない。さきにあげた木村氏らの研究にお

いても、化粧巻き泊、場である的矢湾および鳥羽周辺海域においてクリーム、ゴ

ーノレド系の出現本が低いというのは、突に他方の巻きを考慮し、少なくともそ

れが他よりも劣っていないことを前提にして、はじめて優良真珠の生産を期待

し得る漁場の指標とすることができるという意味であり、ある限度までの巻き

が真珠品質の良石を1~1.とめる上で大きな比重をもっているところからすれば、こ

のi苅提は7).として無視することのできないものであるといえよう。したがって以

上を総合するならば、神津佐のlまあいに示された特徴的な色の出現傾向も、他

方をきの劣ることを条件に、少なくともそれを積駆的に利用することは凶敗で、

はないかと考えられる。

ところで上記のような神津佐の巻きの傾向については、むしろ他の重要な問

題合考えることができるO すなわちそれは、ほかならぬ潟、場生産性減退の問題

であるO 特に英!発(J'gを中心にいわゆる宮、殖あるいは漁場の老化とされる漁場生

産性の減ぷ現象が顕在化してきていることは、いまさらいうまでもないが、最

近の養嫡数量のf幸村口とその一定区域の漁場への集中傾向を見るとき、われわれ

の五ケ所il有地先においても、この問題はすでに早くから憂慮、されてきていると

ころであった。 7ことへばいま地先の各区域に設置されている筏台数とその関係

漁場面積とから、 i支1台当りの漁場面積を算出してみると、第 1表のようであ
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る。見るように筏の宗中が最もはげしいのは:tljl津佐であり、既述のような巻き

の劣る傾向と密殖の度合とは明らかにー致している
第l表筏l台当りの

関係漁場面積

区域!国

杉の浦

神津佐

佐田

i毎場

3
 』1

 
7
 

つ
ゐ
つ
ム
n
U
1
4

つ
ム
円
U

A
性

1
i

門

h
U
A
斗
ゅ
A
Q
&

円

h
u

ヨ王ケ丹市品:魚業協同組合

資料による。

のである。しかも今回の試験によって得られた他の

知見と Lて、ひと流れの筏内における霊下位置によ

積 っても巻きに差が認められることからすれば、多数

の筏が集中することによって巻きが低下するという

のも、当然あり得ることとしてうなづけ』るのではな

かろうか。ともかく神津佐というのは、もともと五

ケ所ii¥iの中でも最も早く真珠養殖が始められた場所

でもあり、決して忠cい漁場ではなかったはずであっ

て、ここにはいわゆる密殖の問題を考えざるを得な

い。そして以ヒの結果からわれわれは、 J_li在までにとりあげられてきている行

政上の施策に頼るのみではなく、さらに生産者みずからが哀剣にこの問題にと

り相み、共同の)Jで天主主の漁場の生産性を恒久的に維持すべきであると主怯す

るものである。

なお筏の垂下位置による巻きの差異に関しては、それ自体も貴重な知見であ

り、従来比較的考慮されることの少なかった筏の述結ないし設置、あるいはそ

れへの垂下方法等についても、実珠の品質と関連して今後改良すべき余地のあ

ることを示唆するものと考えられる。

参考文献

(1) 木村三郎・ llJ日 昇 1959、33年度試験設嫡について、緊珠研究会伊勢

部会会報 3(10) 1-9 

(2 ) 木村三郎・山口 昇 ・ 丹 下 手 1960、33年度試験養殖について、第2

報真珠の「巻き」について、真珠研究会伊勢部会会報 4(12) 1-6 
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陣真珠養殖の合理化……

.". :n:合理化の原則…

夫f散内宮

(三重県立水産高校)

現在、多くの産業で生産の合理化がおこなわれているが、真珠養殖業、特に

現場の養殖作業面では、その合理化が重要視されていない。

筆者は、この真珠養殖業の合理化という問題に興味を持ち、実は昨年、挿核

作業の作業研究を行う予定にしていたが、いろいろな事情でその機会を5たし

た。ために具体的な例をあげることが出来ぬが、前回の作業研究の意義につい

で、諸氏の合斑化のー資料に、ここに合理化の方法を紹介する。

合理化の方向と順序

生産を合理化するには、いろいろな方向と順序があるが、普通、つぎの三段

階によって検討するのが最も合理的である。

生産合理化の原則

←〔選択〕→ i←〔好 (目標達成〕
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{工業経営総論による)

第一段階一一目的の追求

毎日おこなっている作業は、ともすれば、それがある目的を達成するための

手段であるということを忘れがちで、それを絶対不動の目的であると考えてい

る場合が非常に多い。
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そこで、まず第一段階では「仕事の目的が何であるか」ということ、 13Pち対

象とするある仕事の目的の徹底的な追求をおこなう。いいかえれば、手段と目

的の転移関係をどこまでも追求するのである。そして、つぎに「その方法が有

効であるかJということ、 13Pち現在の方法が、目的に対する手段として果して

適しているか否かの検討をおこなう。

このように現行法の追求・検討をおこなってくると、その結果、現在おこな

っている作業の中に、目的に適合しないムダな行為のあることを比較的容易に

見出すことが出来る。例えば貝掃除の場合、まず「デパで貝を掃除するJのは「貝

の付活物をのぞく jためであり、さらにそれは「貝の成長を助けるjためであ

り、またそれは「良賞の真珠を早く形成させる」ためであるというように千段

と目的の転移関係をどこまでも;u求する。そして、つぎに個々の貝:h-i}判tの手段

してみるのである。すると、1';IJえば今まで只打去している身のない小

さなカキ殻を馬鹿に取っていたとして、その子段を検討してみると、その

カキ殻はアコヤガイの成長や真珠の形成にとって何ら書作用なく、(1)結)斗、そ

れが民掃除の目的からはずれたムダな行為であるということが明らかになる。

このように個々のf'fo業について検討してゆくと、多くのムダな行為を見出

すことが出来、それを廃止することによって、現在おこなっている「ド業をより

合理ュ的にすることが出米るO

第二段階 選択と排除

つぎに第二段階では、ある一つの目的を達成する手段は幾通りもあるから、

まず現在おこなっている方法以外にどのような方法があるかを検討し、それら

の中からどれが最もよく目的をはたすことが出米るかを比較判定する。そし

て、現主おこなっている方法にムダがあればそれを矧除し、また必要であって

も他によりよい方法があれば、それと代えるようにするのである。

この第二段階の特徴は、現状にとらわれずに、冷141'に第三者a的 ù~#'ijから現状

を批判することで、この段階で根本的な改詩集の生まれる場合が非常に多い。

貝掃除の均合を考えると、例えば現在おこなっているデパによる貝掃除法の

改善案を考えることは、現状にEljJした考え方であり、デノtの代り、I3IJち人力の

代りに機械化の方法や薬品による防汚の方法などを考えれば、それはより松本

的な改等案となるわけで、それにより作業は一段と合即化されるのである。

第三段階 好適化

第二段階で選択された千段の精練化をはかり、より好適なもの(合民的な状
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態)にするのが、この第三段階で、その具体的な方法は分業化、機械化、標準

化の三つに分けられる。

0分業化の原則 分業化は、第ーに仕事の内容の単純化をはかること、即ちそ

れぞれの受持の作業範囲を狭くし、なるべく似たような仕事を割当てること、

第二には作業者の技能と仕事とを釣合せること、つまり適材適所に配置すると

ともに、量的にも受持の仕事量を均等にすることを目標としておこなうことが

必要である。

実珠養殖の作業を考えてみると、まだまだ分業化を進める余地が多く、また、

その結果として大きな効果を期待し得る。 例えば、筆者は生徒の校内実習に

て、ある一日は作業の受持をきめずに、ある一日は作業の受持をきめて、自Pち

分業化(2)して貝掃除をおこない、その作業量(貝掃除数量)を比較したとこ

ろ、分業化をおこなった日の方が大体 3~4 訓作業量の増加することをみてい

る。

イギリスの経済学者、アダム・スミスは「分業」の効果として、つぎのこと

を指摘している。

@ 仕事を細分して、狭い範囲の仕事を受持たせば習熟が早くなる。

@ 作業の専門化が進み、機械の発明や作業方法の改善が促進される 0

0 同じ仕事の繰り返しが多くなるから、段取りがえの回数が減る。

0機械化の原則(技術の原則) ここでいう機械化とは、技術的な進歩をお

しすすめることを主眼とするもので、

手作業→治具利用→手扱機械→自動機械

あるいは、勘→計測器→自動計測器→自動制御

へと改善することによって、生産活動を弱々しい不安定な人間の手や感覚から

信頼のできる機械や器具の上に次第に転移してゆくことである。

真珠養殖には、機械化すべぎ分野が非常に多く残されているが、アコヤガイ

という生物が相手の仕事であるため、工業の場合と異り多くの問題が存在して

いる。例えば、一時盛んに用いられていた貝掃除機械は、それに貝のハサキを

取去るという欠点があり、現在では殆ど見捨てられた状態にあるが、それも相

手がアコヤガイであるためである。ところで、この場合ハナキを取去るために

機械化が不可能と考え、以前のデパの方法にもどるのは誤りで、その場合は、

その機械の欠点をおぎなった機械化を考えるべきである。

)般に機械化によって、つぎのような効果を生ずるといわれている。

④ 仕事がらくになる。

@ 仕事がはやくなる。

ハむ
円
J
b



の品質が向上し、均一化される。

また、機械化する場合によくそれに要する費用が問題にされるが、機械化に

要する費用と機械化による利益とを比較すると、一般に生産量が多くなるほど

機械化の利益が多くなるとされている。

0標準化の原則 標準化とは、まず雑然とした現状を整理整頓して、それを

一定の順序に分類区分し、つぎにその種類を限定統一し、最後には規格を定め

て広い範聞に対する使用(または行動)の基準を示すという一連の過程であ

る。

ところで、この標準化は物の標準化と方法の標準化の二つに分けられる。

@ 物的要素の標準化:製品、材料、機械、用具のような「物jに対して、

まず単純化の見地からなるべく種類を少なくし、つぎには形状、性質、性

能というような聞から整理統ーしてゆくことで、これによって最少の物を

最大限に活用することができる。

@ 方法的要素の標準化:作業方法、作業条件、管理方法などについて、ま

ずそれぞれの場合に適した方法を決め、それを明際化し、各人に徹底させ

指導することで、これによって作業方法が容易化し、作業時間や出来栄え

(品質)が一定化するようになる。

冥珠養殖の現状を考えてみると、全く雑然という言葉がそのままあてはま

り、標準化を考えねばならぬ事柄が非常に多い。

挿核の標準化について考えてみると、その用具・方法などを標準化すること

によって、今までかぎられた少数の人の特技であった挿核技術が、一般的なも

のとなり、初心者も指導しやすく、また改善の機会が多くなるという効果が期

待できる。

おわりに

以上、簡単に生産の合理化について述べたが(3)、昨年二・三の養液場を訪

れ、筆者の感じたことを率直にいえば、真珠養嫡における生産合理化のガシは、

経営者に理解と自覚のないことであるO 願わくば、経営者の諸氏がこの生産合

理化の価値を理解され、一日も早くこの問題と取組んでいただきたいものであ

る。

私は私なりに、今後この方面の研究をおこなうが、現場で合理化ということ

に興味を持たれ、実際におこなわれるようなことがあれば、そのメシノミーの一

員にぜひとも加えていただきたいものである。

相手にアコヤガイという生物が加入するだけに哀珠養殖の合理化は、一朝一

-27ー



タで出来ぬ分野が多いが、他産業の合理化の実際を見聞した筆者は、合理化は

真珠養殖業においてもぜひやらねばならぬことであり、またやれば出米ること

だと考えている。

文 献

工業経営総論 1959 桐淵勘獄編 日1'IJ工業新聞社

1) プてきなカキ殻や蝶番に付着しているカキ裁には害作用があると考えられる。

2) 宍習中に行った調査は、分業とはいえ数回のしかも毎回その受持作業を代えてお

こなった結果をみている。故に完全な分業によれば、 @11ち作業総聞や適材適所と

いうことを考え、Lかも長く続けオ1ば当然より大きな作業;還のf関加が期待出来る。

3) 本交にてとりあげた例を読まれ、その程度のことなら既におこなっているといわ

れる経伝'者があると思う。しかし、科守::~的な方没、と経験や勘とでは、そのゴ戸ノν

に大きな違いがある。

輸出真珠の仕向地別傾向について

E注主
レ叫J 野 ;青

(京京真j深検査rrr.農林技守)

日本から愉出される真珠について、数量やイ凶j名、品質の点から検討すあこと

は非常に興味のあることふ思われるが、今回は11:同11&5]0に品質を、中心に、莫珠

検査所の窓を通して眺めてみると各国の特徴がよく現われており、それは仕向

先の経済状態・人種・市場約織の程度、日替好等が影響しているものと考えられ

る。この場合品質とは色、ツヤ、キズ、連相、デザイシ等のプアクターが含ま

れているO 人極関係からみると概して内色人障はホワイト系黄色人種はクリー

ム系黒色人種はゴーノレド系を好む傾向がある。又年代層によっても異り、若い

人にはピンク、年配になるに従ってブルー系統が好まれるようである。

次に、特色ある頁珠が輸出されている国々をお(ケ国紹介するとU.S.A (アメリ

カ)、フランス、イギリス、ドイツ、スイス、カナダ等で、以ド品質を中心にし

て考察してみると

お



アメリカ

輸出量の過半数を占めているアメリカは品種、品質共に混々雑多であるが、

大体次の様な事が言える。即ち、イミテイ νヨンから発達したため、%が丸

く、キズがなく、山系のものが好まれ、特に大J担のものが好まれツヤはさほど

気にされていない様である。近年イミテイ1/ヨンの影響宏受けて、濃いめのピ

ンク系のもの波にブラック系のものが好評を博しているO アメリカに於ける中

紋地的性格としてニューヨーク経山で南米に対する金色波にクリーム系真珠の

供給が相当あり、現在のところ将米の見透しは非常に明るし、状態であるO

数年前より、ニューヨークの近くブロピグシス等が中心地となって、真珠を

主とした製品、司Eに真珠を他石と配合した装飾品の製造が盛んに行われ、その

ため真珠原料として、比較的、中・下級品のユニホームの通糸述が相当数輸出さ

れている。 ?4の消費は昭和34年頃がピークて‘あったが、その后需要函の減少、

及びローグレイドの規格向ととによって、数量的には減少傾向にあるが、品質

は向としている。

プランス

この国の人々は天然真珠を良く知っているため真珠としての生命であるツヤ

のあるものが高く評価され色はクリーム・ピシク系のものが好まれている。形

は丸いものが女子まれるがセミパロックのものでも価格の関係で需要があり小キ

ズ程度のものはさほど減点されていない。近年輸入ワクが大l隔に増加すると言

われており漸次輸出の増加が期待される。

ス イ ス

ホンコンと同様フリー・ポートなので欧州市場並に南アフリカに対し中継地

として重要な地佼を保ち、隣国の経済情勢と密接な関係を保っている。

従って品賀の特徴は南アフリカI均等のゴーノレド、法クリーム系のものと、欧

州向のクリーム・ピンク系のものが多い。

イギリス

関税の関係で速の糸を抜いてパラ珠とし、それぞれーセットづっ分別したもの

を輸出している。色はクリーム系が多く中級並にド級品が多い。 {Llし;最近少量l

ではあるがピンク系ホワイト系の k級品が輸出されている。

ドイツ

この国の特徴として再輸出を条f![二としていると言われ、価格は高くてもピン

ク系で丸立ち且i県キズの高級品のn:文が多くピンクの度合の非常に強いものが

好まれる。又イミテイ νヨンの加工技術も相当研究されている様である。
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イタリー

ブラシスと同様に、天然真珠を良く知っている関係上、厚巻でツヤのあるも

のが好まれイ岡本各の関係でや L丸及びセミパロックで色はクリーム系のものが多

い。従来はパロックのものの輸出が多かったが世界的な好況に伴う外人観光客

の消費の影響を受け、現在ノミロックのものは僅少となっている。

カナダ

アメリカ市場を見習って真珠の輸入を行っているのでアメリカの噌好と同様

の傾向が見られるが中・下級品が多い。現在の所飛行機、でニューヨーク迄近い

ためカナダのパイヤーはそこに集る率が多い。将米中日当数の販路増大が期待さ

れる。

イヅド

再輸出を条件にしているとも言われ、かつ宗教上の特徴があるので加工原料

としてのνミ珠及び天然グν・ピワ湖グν(淡水産)の輸出が多い。尚真珠の

関税は天然のものが無税、養殖のものが209るである。

ホシコジ

j享巻で変形のいわゆる支那珠が好まわし、色はクリーム系のものが多い。やは

り近年観光客の消費のため、又中継地的性格も加味されて輸出量は増加傾向に

あり細工原料等としてケ乙/珠の輸出も多く南洋冥珠も若干輸出されている。‘

現在までの所、以上の様な状態であり、戦前はブラシスが真珠の集散地とし

て知られていたが、戦后はアメリカnn場、欧十Hに於てはスイス・ブラシス市

場、東洋に於てはインド・ホンコンr1J-場、等に分散され、それぞれ仕向地毎に

特徴に応じながら需要に対する供給が行われている。

主
要
輸
出
国
別
真
珠
晴
好
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干葉県館山湾 l乙於ける

真珠養殖の見通しについて

千葉県水産試験場長 逮 LlJ 官 雄

千葉県南部はアコヤ貝の棲息北限域になっているため昔から天然地貝が各磯

に発見されていた。戦思に哀珠養殖事業の復活とともに次々と養殖可能と考へ

られる各県が共に地先の真珠養殖漁場開発に力を注いだので、本県も真珠養殖

に着手し、その可能性を検討した結果、本県は全般的に見て、地形、地理的に

余り恵まれていないために冬期及び台風時期には筏が波浪にたえられる場所が

少ないことなどに難があり、漁場価値を低下させている。

利点 、

I 館山湾は外洋水の影響をうけて、冬期の平均水温 13~150C を示し避寒

の心配がなく周年養殖がで‘きる

E 巻具合は、全体を通じて巻が厚いために珠に重みが出ており、この点現

在の他県産に比べて優秀である(国立莫珠研究所鑑定結果)

欠点

王 養殖面積がすくない

E 館山湾内の養殖試験の結果附着物(ブジツボ)の着生度合が多い

以上の点を総合して見ると企業化して、大規模に養殖事業を行う場合条件が

悪いので今後の見通しはあまり期待は出来ないと思う。

一り一
一
ぐ
一

…め…
一
場
一

一
殖
一

一
養
一

一→御木本真珠の巻←ー

そろそろ養殖場も活気づき始めた 4月下句養殖場めぐりは多徳の御木本真珠

養殖場を訪れた。

当日はあいにく斎藤場長が御出張であったが山村庶務課長の御好意により詳
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しく案内して頂き、本文とする事が出きた。ス原稿其之他のf'!:で御世話になっ

た本社総務泌氏永井信也氏に対しここに記して感加の意を衣したい。(向井)

1 . ~自 主広

明治26年10円御木本翁l士、やjl明村多忙!l;;のiirj;而にて本格的に真珠技殖の市業

に着手したこれが多徳Nfr自助の始まりである。拭;{表炎殖喝の冷;械は五.ケrJrに移
り、そして日附日和1叩O年再び多b従也~~!品Jゐ占の南隣りに当る現イ必i五:のj袋芸

に至つているが 、 !Æ量1三H乎び慣れた多位，(-{~勉場の名称は現在地、正舷に云えば;t:

l学都浜島町大手:;u子 933帯地に移った現イkでも「多徳jと日子ばれているのであ

る。当地は大dt.:Jと呼ばれる地区に位置し、土木工事に極l床と独特の着'0艮を持つ

翁が、自ら末端・乙至るまでt没J十、監1守されたものであり 、地形と共にう[UI占喝基

地としては絶好の場所である。

多祉!碇殖助に翁と真妹4宅地の実況をß.j~って米る米訪者は 、 ìì災前戦後多数に上

り、特にìì災後は1 A 平均200人にも述する。進駐軍将Jí~が海峡宅より訪れ、 附近

はにぎわったものである。スflf{和26年には天虫陛ドの行幸を脳り 、明治の人な

らぬ安政の人御木本主主古-を感i戻にむせばせたのも此の養殖場である。 ns布129年

9月21円午後511与20分必勉喝の中心にある小山い丘の上の英j災湾が一自に見え

るn珠閣の-:j~で、翁は波らんに満ちた96才の生濯を閉じたが、今その庇rìín:こ

は真珠貝を形どった塚が築かれ、翁の自筆による「点寿」と刻まれた大きな碑

がilti:に面して立てられている。生前翁は海の見える位置に~てるようにと命じ

たIbであるが、此のi家の中には翁の分骨がお}iめられ、翁の3は終日移りゆく英
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り
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庶務総( ~ド務一般)

技術課(挿核関係)

授勉烈

(lU貝のぞ'i:盟、育成)

lリ貝 J~!

01t I;!- 貝購入、ヂ'~:理)

rr村JlI!

(町村の購入、管理)

施設課(筏、桟縞関係)

以料品._...... ---剛司長 ~ J J二 終戦後、研究所が設置

海市 関係作業 !:q され、横j己、 :!i村両氏が

研究民に配置され、μ!判博士はl癌託として主として到の|切行、ピースの問題等

を研究されたが)111_[. t(，) f"Jの研究も多く、カrrU持のrJ~~J移転にともない技術訴に
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含まれ、 実際の技術に直結した研究をして行く校努カされている。

現在では、中部屯カとメーカーの協力により水銀灯照射試験を実施されてい

る。

従業員は最盛期には約350人に達し、地元浜島町を始めliiJ白地区、立神、鵜

方、磯部の各地から通勤

している。

作業期間は4月中旬よ

り11月中旬迄であるが最

近では挿核時期としては

4月20日頃から7月20日頃

迄の 2ヶ月位しかない様

である。

ミキモト真珠では、他

のJj;t殖J;p';にみられぬ点が

多いが、賢島の専用ミキ 作業済の貝の配置

モト桟橋から出る定期船は 1日7回あり 、来客，'t、これによって運ばれてい

る。又専用の診療所がある事、職員組合がある事なども特徴であろ う。

更に、多徳養殖喝の中には多役(郵便局があり 、普通局として、仕事をされて

いる点は珍らしい事であろう。 これは、街J:;t之本幸吉翁が、願い出て、連絡ηた

めの郵便局を認可され、初代局長を務めた事から今日に至っているが、 ほと ん

ど取扱はミキモト J~!*会社に限られている様である。

採 珠 i後

職員寮 3材{ 会 'ニ白zユ' 

ネ土 可3 2桜! 変屯室

-34-

1H凶場の敷地は約 10000

坪で免許海函は約80万平

方米、建物は約1200坪、船

舶計80笠I乙及んでいる。

主要な建物を別記して

みると 、

1紙{

1棟

主人工場 4 frr( 

採 II j号 1枝

応援室 U~( 

事務所

診 ;)if 所

1 ;f~( 

l抑



重

工作主 1棟 重油倉庫

1'1' lグ 作業員立

持修JlJl.工J:JJ 1 // 3f;f 
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アコ.湾へ外洋から導水

日本経済新聞・東海!反 (1月31日付)

三重県民珠養殖地右摩のアゴ湾('i近年、冥珠養殖がふえ海水のよごれがひど

いので、県や国立真珠研究所では若返り策として新らしい水路を設けて外i半の

熊野灘から導水することになり、新年度から京大理学部の速見教授に依r隠して

調査を始める。

アコ湾には現花、県下の立l朱養殖イカダが集中しているが、度をこえた密殖

のため海水にプランクトンなどの栄養素が不足、また貝の排せっ物が海底にた

まって布存なガスを発生、真珠のI:DI:育をさまたげている。特に夏には表面水温

が30度近くにも上り、ヘイ死する貝も多いという。

県は nt~ 干118 年にも対策として民さ 600 メートノレの深谷水道(前島半島)を作

って外洋水を入れ、またその後は湾i付をしゅんせつしているが、当時?と比べる

と1ft殖は大幅にふえ、 iiO:i]¥.のにごりもさらにひどくなっているため、新水還を

開発して、水の入れ替えを容易にしようというもの。

調査候補地には志摩郡阿児IllJI昨名地内(外用までの延長2，000メートノレ)、同

郡大王ITIJ船j路地¥)'] (1司600メートノレ)同郡志摩町布施田地内 (IPJ800メートノレ)

の3カ所を予定している。調査の終わるのをまって、 3カ年計画で蒼工の予定

だが、工費は}億円余と見られている。

真珠冬でも発育する

国立真珠研究所中原博士「屑jの測定に成功

毎日新聞 (36年2月11日付)

I (志翠)国立真珠併究所(三重県志摩郡河児IllJ資烏)の技官、理博、中原

階氏 (32)は真珠層の間に日じるしをつける研究を続けていたが、抗生物質の

ー穫であるテトラサイクリンを使って初めて成功した。また、この実験で、こ

れまで冬季は真珠層は成民しないとされていた定説がくつがえされ4月の水産

学会で発表する。」

中原博土は、実珠や貝伎の真珠貯の間に日じるしをつけることは、真珠の成
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長過程や貝殻と翼玉栄の成長の関係、不透明習やνミの入る!時;期の判定、その他

貝掃除、避寒の影響などを調べるうえに必要であるとの考えから、抗生物質の

一種であるテトラサイクリシを使って33年春から研究をつづけてきた。テトラ

ナイクリ γはカノレνワムその他の金属と結合して、強い黄色の強(けい)光を

発することで知られていたが、真珠貝でも黄色い線の蛍光が認められた。

真珠貝の場合はテトラナイクリシを海水にとかして貝柱にa射するだけの簡

単な作業でよく、また実験に使用する程度の塁では貝の成長にほとんど影響を

およぼさない。この岱づ!日:J~/~ 目標として、ある期間に成長した真珠層の厚さを

ìft~ ることができる。

中原博士は、核入れ作業して 2年日の 4年貝にテトラサイクリ γを注射した

が;果、これまで12月から 5月までの冬季には成長しないものとされていた翼珠

隔に 5.8ミリの核(廷珠貝の体内に入れて養殖異sl.とを形成させるタネ玉)で、

月平均15.5ミクロンの成長がみられた(夏季ではFl平均56ミクロシ)。 しかも

冬季の成長には乙/ミの発生が多いことがわかった。

冬になると哀珠イカダを暖かい紀州方面fこ避寒させるが、いままで避寒中(r;J:

成長しないといわれていたので、業者のほとんどがカゴに貝をつめこみ、イカ

ダの位置、貝の垂れ下げでも夏季より硲c摘させるという悪条件においた。この

ため「湖通しJが悪くなり、冬にνミが発生するものとみられており、中原博

士の研究で冥珠養殖業界は避寒に対する考え方を改めなければならなくなっ

?と。

西郷湾で養殖成功

朝日新聞・出恨版 (36年1月13f3 f;J-) 

県は11，¥?'11皮同郷湾で真珠の養殖試験をしていたが、企業的に成り立つことがわ

かったので、ことしから本格的な養殖にのりIl¥すことになり、準備をすすめて

いる。予定通りゆくと、来春には本県初の隠岐tq;珠がグビューすることとな

る。

真珠の養殖には、かなりむずかしい条1*があるので、隠岐の試験にどんな結

果がでるか、焼問とされていた。とくに水温が 8度以下に下がるとアコヤ貝が

死んでしまううえ、アコヤ貝が成育するに必要な、プランクトシが十分あるか

どうか未知数だった。県が西郷湾で試験養婚をはじめたのは 1昨年5月。それ

から約 1年半にわたりアゴヤ貝の成育データをとりながら、養殖を続け、各成

長期について、真珠の状況を観察した結果、水温の低下もなく、プランクトシ

も十分あって非常によい成績が出た。また真珠そのものも上質で、値段の安い
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ノミーノレは出なかった。この好結果から、県としては隠岐ノ4ーノレを本県の特産に

することになったもので、ことしは12.3万のアコヤ貝を買い入れ、約10万個の

ノミーノレを採取する計画。すでに西郷湾について、

希望者を募っているが、西部漁業協同組合と、

殖事業にのりだすものとみられている。

真珠貝の成長試験結果

愛媛新聞 (35年12月訂正i1二j)

愛媛県水産試験上れまさる10月5日から南子31カで実施している

(11 n 251ニ!現をこのほどまとめた。

で、

それによると、?を主殖喝の吋Yi，をみるため同じ条内で試験しているものた

が、恭子ili 当;干、l に比べて只ぷ 7 治1i'iJ~l とにふとって成績がよいのは北宇干i市;では

込I!lJ小日捉の7.8h今、同町J認の7.23fi;'、腕之浜の7.09倍、宇和島市大irliの7.81

倍、南宇和j信仰!LE!1I1コドrlJの7.541ぎなどで、成由主の 1番jEいのは間7i[;城辺町2.13 

倍。このほか北宇和郡宇和iiU:l寸j佳子、三(EH地方、宇和島市JjLE;小池などは 41き

ていどにとどまっており、各地区とも平くも成長!廷の去のあることがわかっ

TこO

真珠の品質を高めよ

米閣の輸入業者が鵠案書

f子[.事う新聞 (36f下1月27日付)

県の特産、養池真珠の品 1~q-低下が海外でとりざたされているおり、ユユーヨ

ークに本音[1をもっ米国立珠愉入組合(ジョセブ・デリヤ氏)からこのほど伊勢

市岩間l町の全国真珠美殖漁協世へ「世界的な信用回復と世界の翼政市場発展の

ために…一…j と、真珠誌泊に|謂する提案書が届いた。

同提案書は前文で「日本の伝統的な詫殖真珠は、世界中の人たちから愛され

ているが、よりいっそう世界の立rl市場を発!長させ~l日告を広げていくには、な

によりも養殖真珠にたいする信用を人々に浸透させる必要がある。それにけ、ま

ず養嫡業者個人の信用回復が先決だ」と述べ、米国の全~1~珠取扱い業者の一致

した意見として、養殖真珠の品質を維持するために寸標準以下グの生産品を排

除しなければならないと、 7項目からなる提案を示してきたもの。全国哀珠養

殖漁協和Zでは同提案を適切な勧告だ、として、今後対策をたてるうえで重要な

参考にすることになった。米自主主者の提案の要点は次のとおり。

dコ真珠の生産時期を一定せず、変化をもたせる
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@ 施術貝の数を規制する

@ 子宮F直と過剰生産を阻止する

④ サイズごとの計画生産を実施し、サイズの不均衡を防止するとともに不

需要品の生産を規制する

⑤ 品質向上をはかるため、養殖期聞を延長する

@ 加工過度や一時的な見かけをよくするための寸爆弾的処理グは、冥珠の

2生命グを燈くするから排除せよ

⑦ 質の思い不調和な色合いの立珠を排しネックレスの組み方を改良せよ。

なお昨年中に、 100億円もの養殖誌玲が世界各地に愉/:1:¥されたが、その45%

が米国である。

弊死対策、浅吊り、密殖避けよ

中部日本新聞・三重)ü~ (36年2月11日付)

県水産試験均技師木村三郎氏は10日、伊勢市岩淵町、真珠会館で開かれた県

真珠審議会で昨年夏、英虞湾をはじめ的矢、五ケ所j荷などの真珠養殖漁場で真

珠貝が大量にへい死した原因について現地調査の結果を発表、業界の注目を集

めた。

県下7漁場のほ貝3430i図、作業貝11636個について調査したが、寄生虫(多毛

虫類のポリキータ)の影響が、中または重jjfのものが母貝で 2年物40パーセシ

トとはるかに多かった。またj魚、J易の水質にもよるが、同じ母貝では小さいもの

ほど寄生虫の影響を交けやすい。

ナイロンづりは寄生率が高いが、その割にへい死貝は少く水深 5メートノレよ

りも 2メートノレの浅づりに寄生虫が多く、 '11¥'7泣はできるだけ避けたほうがよ

い……ーなどがわかった。なお瀬戸内海の条件に志れた7，~足場でもほとんどこれ

と同じ結果が出ている。

ドブ貝で翼珠養殖 簡単で量産に最適

新淡水法治問!県水試で成功 中部日本日 (36年1月25日付)

( i;わrKW日之出!1lJ)研究課の原田矧四郎さん (31)松原:1:1:

太郎さん (26) の珂技師は「淡水産ドブ良Jによる 4淡水真珠グの養殖方法を

研究していたが、このほど実を結んだ。ドブ貝による養殖立珠はわが国初めて

で、こんごは実用化への研究が進められる。

両技師は内水面の開発利用を考えた結果、かねてからドブ貝の内側に真珠光

沢があるのに目をつけ、昨年9月から本格的にドブ貝による養殖哀珠の笑験を
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始めた。実験方法はまず静岡県榛原郡吉田、金谷地方のクナギ養摘池からドプ

貝をとり、核となる貝の外とう膜末端をこまかく切って、ドブ貝の外とう膜に

移摘し、ウナギ養描池で50備を 3カ月間養殖した。この結果20個が翼珠化し、

だいたい実用化の見通しがついた。このように淡水貝による養殖莫珠は大阪府

と滋賀県で「イケチョウ貝」を使って行なわれているがドブ貝は初めて。ドブ

貝は榛原郡を中心としたウナギ養殖池にたくさん生息しており、いままで食用

にもできず見捨てられていた。また海水禁珠の「アコヤ貝jに比べてからだが

大きく、アコヤ貝なら 2、3個しかはいらない核も、ドプ貝へ201間前後も入れる

ことができるので量産に適しているほか、海水冥珠のようにタナを作ったり貝

殻のそうじをしなくてもよいので、労力がほとんどかからない。

さらにウナギのふんで大きくなるのでえさもいらない。哀珠の成長産(1年

ぐらい)もアコヤ貝より iれいなどの特徴を持っているが、その半面光沢などに

安定度がないなどの欠点が今後の課題となっている。

原田技@iffの話:民によっては光沢が半分のものもあるのでこんごこの頂[の研

究を続けていきたい。

安藤静岡県水産試験場民の話:ドブ貝による養殖真珠は初めてだ。この淡水

;真珠はワナギと合わせて養殖で、きるので一石二鳥だ。

計画生産機構が必要

低賃金で前近代的志摩の真珠養殖の実体

中部日本新聞 (36年4月6日付)

名古屋農地事務局計画部は三重県志摩地区の経済調査を進めており、このほ

ど中間報告書を発表したが、このなかで志摩の主要産業である真珠養殖業につ

いてもくわしい分析を試み、その実体と問題点などを浮きぼりにしている。報

告書のおもな内容はつぎのとおり。

経営規模を見ると養殖イカダが 1台ないし15台という零細業者が全体の半分

を占めているがその所有するイカダの数は10パーセント余に過ぎない。これに

対し 200台以との大規模業者は全業者数のわずか 3パーセシトであるが、イカ

ダ数は実に全i4:の40パーセントを占めている。養殖漁場はイカダ数 300台以上

の大業者26人のうち85パーセントが英虞湾を使っているほか、 30台以下の小規

模業者 988人の55パーセントがやはり芙虞湾に密集している。

養液従事者は帰人労働者‘が61パーゼントを占め、年齢的には30歳未満が68パ

ーセシトと大部分を占めている。安他は j:i筒i性が強く従事者を年FJI程用日数で

見ると200EI以とが42ノミーゼシト、 100-1981ヨ間が43ノミ一セントとなっており、

ハ什
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臨時的な女子従業員は低賃金で働いている。とくに K地区の場合、経営者は旧

地主と自作農家で占められ、古い農村の支配関係が真珠養嫡の位界にもそのま

ま持ち込まわし、低賃金の話時代的な雇用関係となっている。

以上のことなどから真珠養殖の特徴を要約すると、①経営形体別構成では個

人経営が圧倒的に多く、会社、共同経営が少ない。個人経営は小規模であり労

働力はほとんど家族で間に合わせており、農業との兼業が多い。従事者 1人あ

たりの収穫金額は経営規模別の差は余り見られない。また莫珠養殖が日然条件

に大きく左右され、技術的性格が手工業の域を出ていないから、大経営が小経

営に比べてとくにすぐれているという点はみられない。

こんごの問題としては計画生産であるO 真珠の価値はその美しさとともに少

ないという点にある。このためには常に生産量の制限と品質向上の方策がとら

れるべきである。 1度ふえたイカダをへらすことはむずかしいが計画生産の機

構を早急に確立する必要がある。

云l主[副主J (佳 少 者〉

我々はいつも随筆々々と口にしているが随筆の定義はと聞かれるとはっきり

と云う事が出来ない。普段は随筆を読みおぼろげながら随筆とはこんなものだ

なと判っているのだがいざ自分で書く時になると困ってしまう。そこで辞書を

開いてみた。日く「随筆とは筆にまかせて書いた記録」とある。成程こういう

のを読んで字の如しというのだなと改めて感心する。そういえば兼好法師の徒

然草にしても勝手な事が書いてある。しかし有も研究会の会報となると何を書

いても良いという訳にもいくまい。すくなくとも幾分かは真珠に関係のある

を議かないと折角金を出して読んで、下さっている(と思うのだが)諸氏に申し

訳ないといろいろ考えるのだがなかなか良い知恵が浮ばない。

全くこの会報という奴は面倒なもので、これがある為に我々は度々泣かされ

る。原稿が不足すると私の様に厭応なしに苦吟させられる者も出るし執筆者を

探し出して強引に依頼するし、原稿が期日迄に集らないとイライラし、印刷屋

が遅いと云つては立腹する。さて出来た会報はと云うと、八百部も印刷しその

大半を送っているのに反響は殆んど無い。読んで呉れているのか風呂の焚付に

なったのかさっぱりわからないのである。

貰った原稿の中には時として優秀なものもあり、従業員が実行に移そうと思

っても雇主との関連もあって、あたら机上の空論となさしめてしまう。又時に
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は、実行に移したところが肝心要の所は秘密になっていて、どうにもならなく

なってしまう。 中にはその秘資を推定して成功する人もいるが、その成果は一

向に発表されない。

全く真珠宇~というところは秘常々々と何から何まで秘密で覆れている。それ

というのも日本人の悪い性質の一つに新しい同業者が出来ると自分の収入がそ

れ丈減り、市場が狭くなるという考え方で、そういう新人が出ると板力潰そう

としてか LるO 実際現在の日本人には、新しく商売を始めると如何にして先輩

共を押しのけ白分を売り込むかという事に汲々としている実Ouも多数あるので

無湿の無い事と同情もするが。話は飛躍するが昔の日本では一つの国に内乱が

あると、その周聞の国々は隙さえあったら自分の領 Iニにしようと、いろんな戦略

を使ったものである。この事は形こそ違え今の EI本にも通用する例であろう。

即ちどの業研にしても多くの同業者が;fiしなして、同じ日本という国内にあり乍

ら他の同業者を~if{fさとして自分を売り込もうとしている。その点を国外の業者

につけねらわれて思う様にいいかれている現状である。巽珠界に於いても例外で

はあるまい。秘営々々と大して違いもしない技術をかくして、のびとろうとし

ている。養殖界に於いては、長年同じ様な技術が続けられ、技術者の交替も多

いし研究活動も比較的ガラス張りで行われているので秘密というものも、そん

なに無いが、加工とか細工になるとひどい。その内情を見ると吹き出したくな

る様な設備をも他人に矢口られてはならないと必死になってかくし、又他人の技

術を盗もうとあらゆる策を施す。夜、は他の多くの同業者から見れば他所から来

た門外漢であり、且先輩の間に入り込もうとしている新人かも矢口れない。否、

新人であるからこそ、その様に思うのかも知れないが、非常に残念であり、又

勿体ない!事であるO 何故なれば、折-角持っている力の大半を国内向業者を蹴落

とす事に費しているが、このカを結束する方向に持って行き、団結の力で共に

国外に当ったら、今の買手市場も、もう少しは、売予の方に分が向いて来るの

では無いだろうか。技術にしても同じ事が云える。 技術を交換して、お互に向

上するならば真珠の声価も、今よりは、ずっと良くなり、永久的なものとな

る。少なくとも現在浸透しつ Lある「真珠は装飾品類としては宝石から雑貨迄

を含んでいる」という愚かな考え方-を止め、 「全ての真珠製品は宝石で、あるj

という理想、を持ち、この理想に遇進したいものである。

時々、お客さんの中に真珠を大切そうに持って来て|→入金で指輪にして行く

人が居る。その真珠は我々が見たら屑玉にしか見えないが、そのお客さんにと

っては大切な宝石であるのだ。真珠は宝石であると思っている人は未だ大分居

る。いや殆んどの真珠に関係して無い人はそう思っているかも知れない。我々

から、この人達の夢を壊すという事はしたくないものである。
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オ会 報ト

1月研究会並びに第2田真珠品評会

昨年実施しました、立珠品評会は、予想以との期待が'寄せられ、多くの良質

冥珠が出品されましたので本年度も実施する事になりました。

当日は研究会の月初j発去として研究所の植木技官より、母貝仕立について、

同じく研究課民の太田技官より、昨秋艶死により問題となった寄生虫について

講演があり、ついで五ケ所青年会真珠研究クラブの本年度の研究成果の発表が

行なわれました。又、五ケ所探研クラブのアドパイずーである丹下技官より補

足的な説明があって、午前中の発表を終了しました。

参加者は正午現在日O名を数え、久しぶりの例会であり且、品評会というだ

けに、委員が、テンテゴ舞いをする程の脱会でありました。

日時 1 月 14日午rì日O~すより 2 時迄

場所 伊勢市 立 珠 会 館 3階

議題 l. 母貝仕立の効果について 国立真珠研究所技官植本東彦氏

2. アゴヤ只の貝殻寄生虫について

国立真珠研究所研究課長太田 繁氏

3. 巽珠漁場の生産性について 五ケ所青年会真研クラブ

4. 同 上 国立真珠研究所技官丹下手氏

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一吋0・・

昨年行われた第1日の品評会は、いろいろ検討している内に 2月になり、や

や遅わした惑があったので本年は前年から計画し、 1月に実施する事が出来まし

たが、日1521点数はや L少い様でした。

出品者Ir:l:、三重県下を始め、四国、中国、東海と各地から集まり、総点数47

点であり、正午締切の後二階で、全国立珠幹部役員、研究会役員によって、審

査が行われ、別記の通り発表されました。

当日は、各新聞社を始め、 NHKアレピ、東海テレビが、朝から来館して、 1日

中取材し、年行事として大いなる関心を深めたようで、あった。

又、第2年度であるだけに、品質もよいものが多く賞品も、沢山用意した事

が成功でありました。本年の新しい試みとして、特別に秀いでた珠については

称号を与え長くその栄与をたたえる事になり、ZliJ記の通り決定されました。
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審査委員

佐藤忠揚氏(全国真珠漁協常務理事、研究会会長)

松毘圭起氏(全国真珠漁協組合長)

山本清松氏(全国頁珠漁協常務理事、評価委員長)

山本勝氏(市価安定対策委員長)

入選者

特選 (三重県知事賞) 賞状並にカップ称号「ローズJ(内 1ケ)

志摩郡志摩町間崎 山清冥珠株式会社 9ミリ up. 3.3匁 (10ケ)

問崎作業 (33年 6月)→的欠仕と (35年12月)

特選 (日本哀珠振興会長賞) 賞状並にカップ

志摩郡磯部町的欠 佐藤養殖場 8ミリ up. 5匁 (22ケ)

的矢作業 (33年7月)→的矢仕上 (35年12月)

特 選 (全国立珠養殖漁業協同組合長賞) 賞状並にカップ

志摩郡志摩町布施回 新光真珠株式会社 8ミリ up.10.1匁(46ケ)

布施田作業 (34年 7月)→岡山仕上 (35年12月)

特 選 (其珠研究会伊勢部会長賞) 賞状並にカップ

志摩郡大王担lT船越 田中正賞J 3ミリ up. 30匁

船越作業 (34年7月)→的矢仕上 (35年 8月)

準特選 (日本実珠買取株式会社々長賞) 賞状設にカップ

称号「レイシボーJ(内 1ケ)

志摩郡磯部町的欠 佐藤養殖場 9ミリ up. 1. 6匁(5ケ)

的矢作業 (33年 7月)→的欠仕上 (35年12月)

i¥t特選 (日本真珠輸出組合良質) 賞状並にカップ

度会郡南勢町迫間 伊勢谷重吉 10.2ミリ 0.43匁(1ケ)

迫間作業 (33i¥三5月)→桃取仕と (36年 1月)

主何年選 (日本翼珠輸出加工協同組合j受賞) 賀状輩にカップ

志摩郡浜島町迫子 富士翼珠株式会社 8ミリ up. 21. 5匁(94ク)

浜島作業 (34年 6月)→的矢仕上 (36年 1月)

準特選 (三重県異珠協同組合連合会長賞) 賞状並にカップ

岡山県笠岡市 笠岡哀珠有限会社 7ミリ up. 20匁

笠間作業 (34年7月)→笠岡仕上 (35年12月)

準特=選 (農林中央金庫名古屋支所長賞) 賞状並にタテ

志摩郡志f字:Il1T間崎 山iff真珠株式会社 10ミリ up・ 2.46匁(5ケ)

間1[f(，Jf'io業 (33年6月)→的欠仕と (35年12月) ※47頁次へ
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※44寅次より

準特選 (株式会社 日本勧業銀行伊勢支);5長賞) 賞状並にタテ

志摩郡浜島町迫子 宮土a冥珠株式会社 7ミリ up. 22匁

浜島作業→的矢仕上 (36年 1月)

準特選 (株式会社 百五銀行伊勢支)苫長賞) 賞状並にタテ

志摩郡阿児町.立科1 有限会社加藤真珠 6ミり up. 30匁

立神作業 (34年 6月)→桃取仕上 (35年12月)

出席者f(順不同、敬称略)

国立冥珠研究所:太田、植木、丹下

水産試験場:野本、tJJ口、関

水産高校:問中、伊藤

浜 文哀珠:i兵口

速水真珠:速水

みつわ真珠:木村、矢野、高稿、荻須、木村、森

かねも真珠:田中

佐藤養殖場:阿Llr、松本

加 藤真珠:加藤

御木本冥珠:中 村 、 大 西

五ケ所哀研ク:西弁外3名

板東 真珠:須古

帝国真珠:原田

富士真

大月 真

北市真

母貝組

真和真
}L 占

員13

?呉
船

布 施

向

車己

波

安

珠:青木、茶木

珠:青野

珠:奥村、石谷、LlI本

合:Il品、外111]:
珠:浜地

神:中井

方:西崎(貞)、西l崎(浅)

島:LU) 11 、ヲ+_J二

j越:大田、回辺、山際(啓)、山際(新)

田:中森、田畑、回辺、字国、坂口

曽;中道、山本、竹内、島田、山川

州:中西

切:野村

乗:山口
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五 ケ 所:幸回、山本、高野谷、岩城、南、山本(五)

的 矢:森本、西村、堀口

下津浦:向城

片 田:福田

迫 間:城、伊勢谷、舌古

須 賀利:森田

鳴 門:本田

宿 :山本、川口(浩)、川口(公)

片 岡中学校:茶木

愛媛真珠協議会:松本、前回

東京真珠検査所:松井

三重県水産課:平賀

全国真珠:山本(勝)、山本(ii'j-)、松尾、井主、安田、伊原、高橋

農林中金:生島

勧銀伊勢支!占:福永

百五伊勢支!苫:小森

莫珠連合会:山本(乾)

研 究 会:佐藤、山本(ー)、山本(文)、久米村、白井、谷

第四期決算報告書
自昭'1'035年 4月1臼

貸借対 照 表

至昭 和36年 3月31日

損益計算書

l12三gil 'flj 益 i之部 i
!摘要 l金額(摘要[金額 l

;印刷費 l抗 出3i弘会金!却0，0∞
| 例 会 費 196，6191雑収入 114，260 

;消耗品賞! 18，069:補 助 金 I600，0001 l-lM21|j怠l4丸:
旅 費 1"円 110i .el..l!・酬明快 Al r.cc¥ 
交通費いよU ムムOl_~問j貝穴 i せよヨυ

公課 i 1， 0001 I 

に8961li会議費 I14，4301 I 

雑費 I44，770: I 

j合計|肌部1!合計(叫叫
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昭和36年3月31日現在録自産財

部産資 の

手許有高

百五銀行預ゥ入

勧業銀行預ヶ入

デ戸プレコ{〆戸、その{也

要摘同
同

金

金

金

口

即

金

預

預

備

f
人
内

ふ
寸
L
P

座

通

器

科

現

当

普

什

仮

金幸5之立

計A 
Cコ

部の{嚢負

101，000 

主謁

36年度分会費仮受

会報印刷代、その他

莫珠会館

五ケ所漁協

疎公民館

真珠会館

布施田薬師寺

船越漁協

真珠会館(品評会)

昭和35年度事業報告

35年 4月 9日

7月8日

7月9日

9月 5日

7月27日

8月88

365+，. 1月14日

ム
f
A

伊j1. 

12月16日

1月13日

8月25日

11月26日

2. 分科会

海洋調査分科会 5月23日 国防にて会合

編集第5巻 6冊発行

運営理事会 4月9日開催

常務理事会 4月 6日 7月21日

7月2日 8月2日

3. 

4. 

入選11点真珠会館にて、出品点数日点

称号ローズ、レインボー
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第五期 昭和36年度牧支予算書

llX. 入 Uコ 部

科 自 摘 姿 金 額

受入賦課金 352.000 
会年賞3額52受名入1，000円
352 

補助金 真月珠額振5興0会より 600.000 
.000月

J乞色ユ、 計 952.000 

36年度事業計画

支 出 の 部

科 目 摘 要 金 額

印刷費 450.000 

例会費 150.000 

消耗品費 事 務 費 20.000 

通信費 80.000 

旅費交通費 100.000 

幸世 費 40.000 

公 課 1.000 

会議費 30.000 

予 備 費 81.000 

ィに午コ 計 952.∞o 

(1) 例会

業界ならびに各方面より講師及び技術者を招き、その研究体験等の発表に

より真珠養殖に関する技術の交換を行い、広く一般の業者の真珠養殖技術

の向上に資する

5月主句………伊勢 8月中旬………伊勢

5 月下旬~7 月下旬………五ケ所、布施問、船越、紀州、1

2月上旬……・伊勢(真珠品評会)

(2) 分科会

海洋観測j 本年度も引続き実施し三重県水産試験場に委嘱してデーター

をまとめ会報に発表する。ス時期的な注意予報を出す。

2主従研究 昨年度ナリ地震津波被害の為中断していたテーマを引き続き

研究し、あらたにテーマを持ち研究を進める。

(3) 試験養殖

従来通り国研、水試とタイアップして進め逐次会報に発表する。

(4) 会報の発行

第 6 年度を迎えたが今期は年に4~5冊を発行しその時期に応じた研究等登

載しより内容を充実した研究会報とする。又今J;:;;の会報の数理補足された

ものを発行する

h
h
u
 



(5) 品評会

第 3回目を迎えより充実させ広く全国より出品をつのり、各地の浜拐珠の

比較検討を行う。

会報会員 (36年 3月31日現在)

浜 J詰 24 高否 越 1 5 !南 海 3 4 特別会員 1 4 

越 賀 4 寂: 4切 5 [ipJ 骨Eヨャ 22 会報贈呈 66 

御 1M 9 神 明 1 2 紀 州、l 25 80 

手口 ヲ臼「て 1 5 立 神 8 和 i歌 UJ 6 

間 ø~ 6 車車 ブf 1 1 ク住円ヨ タト 48 総合計 (432名)

布施回 1 9 的 矢 15 伊 勢 1 4 

片 回 I20 冗ケ所 40 計 352名

。交換資料街l:tL
輸出組合 1960年度輸出笑積

。 1950~1960年までの輸出実積

ij 1961年度輸出実積

36/1 平戸市水産課:平戸市沿岸漁場基礎調査

36/3 長崎大学水産学部:研究報告第10号

36/4 水産庁西海区水産研究所:東海、黄海における底魚、資源の研究

。 水産庁西海l主水産研究所:東海におけるレンコダイ資源の研究

ク 水産庁西海区水産研究所:西海区水産研究所恥研究報告第22号

。 三重県水産高校水産増殖科:(まだま)第1巻第1号

(雑報)

丸山明郎君と谷たいさんの結婚を祝して

春風麗らに煩をなぶり五分咲きの桜清流に影を写す比処宮川の畔、尾崎努堂

記念館に方ぞいて 4月1日大安の好き臼をトとして両人は目出度く新生活へのス

タートを切ったのであります。思えば短かい研究会での期間でした。会員の諸

氏の中にも喉かし残念に思って居られる方もありましょう。丸山君は御存知の

方もありましょうが昭和32年3月東京水産大学を卒業さわしまして、全国莫珠へ入

り、組合内でも前途有誌の若手として大い

-51-
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振興会主催の真珠祭に於いて愈々そ

の頭角を現し、 当時研究会に対して

少々批判的でゐった同僚と、冥珠祭

を実際に行う研究会との中をうまく

まとめて行く という 困難な仕事に敢

然とぶつかって行きました。殊にミ

スパーノレの選出に当つては熱心で、

賢山に泊り込んだり、 名古屋のパレ

ードの世話役を行い、その必力は?官

民にあたいプるものでありましたo

ri珠祭りが済んでからは、組合のイ1・

'l~が忙しくなったのか研究会からー
新婚旅行(オリン〆λW 阿部)

見.:~のいた形になっていましたが 、

34年内井氏より会搬をパト γタッチされてから再び研究会にも熱を人れ出し、

組合の仕事が忙しい時は、谷さんが助け、研究会の忙しい時は、丸山君が助け

お互に主となり従となって、我々防に居る者にしてその仲の良さに思わず悲鳴

を上げさせる程協力 しておりました。これこそ~lの意味の夫唱婦随ではないか

と思います。 結帰後もどうかこの心がけを忘れる事なく協力していってもらい

たいものです。さて、研究会に於ける丸山君の活動も漸く軌道に乗って来たと

思った頃、突然一身上の郎合で組合を催めると言い出し、我々ー聞を邸然とさ

せたのですが、一身上の都合とあればせんかたなく、 とうと う35年12月に組合

を退職すると共に研究会ともお別れ放しました。 一方の谷さんですが、これが

又立派な才女であり女傑であります。彼女が眼鏡の中から見るやさしいまなざ

しは兎も角として、日H鋭を外した阪は、夜、が子供の頃絵本で見た「牛若丸jそ

っくりです。きりっとひきしまった顔、よ く切れる頭脳、努まさりの気性、全

く女にしておくのはもったいない様な女性で、この棋な女性をつかんだ丸山君

は、三国一の:liH根占・と言えまし ょう。昭和32年京、研究会の事務所が未だ組合

のliu'のガレージの中にあった頃、谷さんは研究会の 2人目の女子ギ務員と して

入りました。当時の谷さんは両校出たばかりで未だあどけなさが伐っていると

いう感じで、少次の様に花を可愛がり 、スいたづらもしました。 しかし年を越

すとガラりと感じが変り立派な 1人前の女性となっていました。勿論その主な

る原因は丸山君にあるのでしょうが、その余りの変り方に我々はびっくり した

ものです。しかし1人!日の女性になったからと言ってしっか り者でなくなった

というのではない取は、 狼の tf~の H'~・:の如き 、 :m:くれ男ばかりの研究会の中
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で、唯 1人の女性として結婚の為やめる迄、ぼう大な事務を 1人で切りもりし

て来たという事実が証明し、皆様も御存知の事と思います。例会に又出張研究

会に於いても堂々と我々に伍して、しかし女性らしく控え自に参加して頂いた

事は、非常に有為な事だったと思います。今後研究会へ来ても同人の顔を見る

事が出来ませんが、全く頁珠から離れたのではなく、東京でも哀珠関係の仕事

をしているそうですからいづれ拝顔する日もふりましょう。

尚、今後は、研究会の会報、及び事務当者も変る事と思いますが、丸山、

谷両人の居りました時と同様宜敷く御指導御鞭接下さい。以上をもちまして丸

山君、谷さん両人の御結婚を拙筆ながら御報告孜しました。皆さん、どうか両

人の将来の為に祝福してやって下さい。

編 集 後 ロU

申
書
田
口

。昨年末第5号を発行して以来久しく発行出来なかった事をお詫び

致します。

ここに第 5 巻最後の 6~12合併号を街J3ぎり致します。今回は編集

担当者丸山君、事務相当者谷さんの退職により未熟者だけにな

り、必要以上に会報がおくれました。新年度よりは事務にも、新

進の人に入ってもらい、陣容を整え皆様の手元へより内容の充実

した会報を送るよう努力致します。

。昨年夏場津波による大被害を受けられ、非常に困難な立場に追い

やられた人々も多かった事と思います。又そのため真珠の生産量

も半減し、又品質的にも悪い珠が多く見受けられました。しかし

今年も作業時期に入り多忙な日常を御送りになっておられる事と

思いますが、昨年の天jLにひるむ事なくより品賞の向とに努力し

より良い真珠を作るよう頑張って下さい。

一回一
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